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図 1. 実験装置概念図 

レーザー生成高密度プラズマ流の磁気ノズル制御 
Control of laser produced dense plasma flow by a magnetic nozzle 
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	 発散磁場配位中を無電流プラズマが流れる際にプラズマイオンが加速される現象が観測されて

おり、宇宙機用プラズマスラスターに関連して盛んに研究が行われている[1]。このような加速が起
こる理由については、発散磁場配位中で膨張するプラズマ中に形成される電気二重層による静電加

速、磁気圧による力や磁気張力とプラズマ圧による力の反発による加速などとする説が有力である

が、詳細はまだ明らかになっていない[2]。本研究では磁気ノズルによるレーザープラズマの加速メ
カニズムの理解とプラズマ制御への応用に向けた検討を目的とし、発散磁場配位中を通過したレー

ザーアブレーションプラズマからの発光を高時間分解分光計測することによって、プラズマイオン

の加速の有無を調査する。 
	 実験装置の概念図を図 1に示す。ターゲットには銅を用い、アブレーションレーザーには KrFエ
キシマレーザーを用いる。アブレーションプラズマは銅ターゲット平板に垂直な方向に進展してい

く。磁気ノズルを形成するため、ターゲットより 1 mm下流側にコイルを設置する。測定はターゲ
ットより 3-20 mm下流側で行う。モノクロメーターを用いて特定の波長の線スペクトルに着目し、
それらの TOF分布の磁場の有無による変化を調査することによって、磁気ノズル加速の効果を評
価する。磁気ノズル磁場を発生させるコイルの励磁には大電流の LCRパルス回路を用い、コンデ
ンサの充電電圧を調節することによって磁気ノズル磁場の強度を変化させる。図 2に、実際のレー
ザー、ターゲットを用いて生成したレーザーアブレーション銅プラズマの発光スペクトルを調査し

た予備的な実験結果を示す。これらのスペクトル成分の時間変化からプラズマ中の各成分の TOF
分布を推定し、磁気ノズル中でのレーザーアブレーションプラズマ流の振る舞いについて議論する

予定である。 
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図 2. 分光スペクトル 

 


